










































































































































































































































































































































































































































4.1.3 日本ジャンボリ  ー
 日本ジャンボリーとは、国内で行われる最も大きなボーイスカウトの行事であり、その第14回
が平成18（2006）年8月3日から8月7日までの間に、りふれっしゅ村鉢ヶ崎を会場として開か
れた。最大の行事ということで、日本全国のみならず海外からも参加者が訪れ、約2万2000人が
鉢ヶ崎に集まった。 
 ジャンボリーを行うには、キャンプ場を作るための土地が大量に必要になるため、付近の土地
で畑をしていた人の多くが土地を売ったらしい。しかし、現在はその土地は何にも利用されてお
らず、草が生え放題の状況になっている。また、イベントを行うには当然地元の人の協力も必要
で、そのためにジャンボリーが開催された時期は蛸島の記録を確認するための常会が開かれた。 
 
4.1.4 映画「さいはてにて」の撮影 
 今年（2013年）の9月12日から、能登を舞台とした映画「さいはてにて」が撮影される。この
映画のロケの為に、鉢ヶ崎のケビン8棟が9月19日から50日ほど貸し切られる。 
このように、鉢ヶ崎では様々なイベントが開催されており、いずれも蛸島の自然や伝統を活か
したものとなっている。トライアスロン大会は、私たちが本調査で蛸島を訪れた時期と重なって
開催されていたが、まさに街中を上げてのイベントといった様子だった。しかし、リゾート施設
で開かれるイベントの数としては、若干少ないようにも感じる。また、鉢ヶ崎のリゾート施設と
いうよりは、土地だけを利用しているようにも思われる。珠洲焼館やキャンプ施設など、様々な
施設があるのだから、それらの施設を関連させたイベントが行われないのはもったいないように
思われる。鉢ヶ崎に訪れる観光客数の数を増やすのであれば、鉢ヶ崎の観光施設を利用したイベ
ントを考えることがさらなる活性化につながっていくのではないだろうか。 
 
4.2 今後計画している活動 
鉢ヶ崎地区の今後について、市役所の観光交流課の方と、振興協会の役員のEさん（本貝蔵、
男性、60歳代）に話をうかがった。 
 
・市役所 観光交流課 
 珠洲市への観光客は、近年増加している。大きな理由として、のと里山街道の無料化があげら
れる。今まで有料だった道がただになったことで、「今まで行けなかった遠いところに行ってみよ
う」と考える人が増加したためと考えられる。珠洲市でも、観光客を増やすために、旅行サイト
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への宣伝、JTBとの協力、サービスの向上（ホテルの料理長の交代など）といった活動を行って
いる。 
 また、建物の老朽化も見られるために、街道の無料化に伴い、施設の見直しが行われている。 
 鉢ヶ崎リゾートの今後の展開としては、健康と旅行を組み合わせたヘルスツーリズムが考えら
れている。現在トレーニングジムなどのあるホテルの8階のウェルネス施設にリラクゼーション
ルーム、海岸にウォーキングコースなどを作り、ヘルス用の食事をつくといったことが検討され
ている。これらの計画は上記した JTBと連携して、宣伝を行う予定である。 
 
・Eさん（本貝蔵、男性、60歳代） 
 鉢ヶ崎リゾートは、リピーターの数が多い観光地である。例えばケビンは、2月から8月の予約
を取り始めるが、リピーターによってすぐに埋まってしまうといった状況である。 
 今年は里山街道の無料化によって初めて訪れる人の数が大きく増えた。このようなお客をリピ
ーターにしていくことが、今後の発展において重要になってくる。いつ来るかわからないお客様
をおもてなしするには、いつでも施設を楽しめる状態にしておく必要があり、そのためには市が
管理する施設の休日のある体制（2.2 鉢ヶ崎リゾート振興協会参照）や、予約制でしか食べるこ
とのできない能登丼などは変えていく必要がある。 
 また、鉢ヶ崎リゾートは自然を利用した商売であるため、猛暑や大雨などでキャンプや海水浴
場が使えなくなるといった弊害を受けることもある。そのため、トレーラーハウスの増設・更新
や、総合体育館の開設といった室内で楽しめる施設も必要になってくるだろう。他にも、屋内施
設の利用も含めた冬場の観光も考えている。その一つとして、夏はウォーキングコース、冬はノ
ルディックが行える道を作ることを検討している。 
 更に宿泊施設も増やし、観光客だけでなく大学の合宿（スポーツ関連など）でも訪れてほしい。 
これらの要望書は、鉢ヶ崎の振興策として市に提出をする予定である。 
 
4.3 蛸島の一般町民の意見 
 振興協会や、市役所とは関係のない地元の一般住民にも話を聞いてみた。 
 
Fさん（東貝蔵、男性、60歳代） 
 観光バスで大量の観光客が訪れていたのは2、30年前。自然が珍しかった。現在リゾートがで
きたからといって蛸島が変わったという感じは薄い。お金をかけたほどではないのではないか。 
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Gさん 
 夏になるとかなりの観光客が訪れているが、町の人が利用することは殆どない。ホテルにご飯
を食べに行ったり、スイミングスクールに行ったりするぐらいではないか。海水浴場も、周りは
どこでも海があるため、わざわざそこまで行かない。ただ、あの地区があるために地元の人にも
働き口ができているために、必要であると思う。 
 
 今後も鉢ヶ崎地区ではその自然や立地を活かした新たな活動を計画していることがわかる。そ
の中で重要になってくるのはやはり能登里山街道の無料化による新規の観光客の獲得である。珠
洲市へ訪れる手段が増えてきている現状を踏まえて、何度でも訪れたくなるような魅力ある鉢ヶ
崎を作っていく必要があると考えられる。 
 しかし住民から話を聞く限りでは、あまり観光地区に興味を示さない人も少なからずいると感
じられた。蛸島は漁業で発展してきた町なので、観光への関心が薄いのも仕方がないのかもしれ
ないが、これからの蛸島の発展のことを考えると、今後は町全体が観光に関わって盛り上げてい
く必要もあるのではないだろうか。 
 
5．おわりに 
  
私は、初めにも書いたように、漁業が中心の蛸島において観光事業を行っている鉢ヶ崎という
土地において、どのようにして活動を行っているのか、他の観光地とは異なる点があるのか気に
なり調査を始めた。このような調査を行う機会というのはあまりないために、どのようなことを
聞けばよいのか、質問の仕方が正しいのか不安に思う点もあったが、質問した皆様は快く応じて
下さり、また鉢ヶ崎に対する思いを強く語って頂いた。 
 まだ調査しきれていない部分もあり、十分な報告書とは言えないかもしれないが、関わった市
役所の方々、振興協会の方々、またそれらには関わっていない一般住民の方々には本当にお世話
になりました。最後になりますが、皆様に心からお礼申し上げます。 
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